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(百万円未満切捨て)

１．2026年11月期第２四半期（中間期）の業績（2025年11月21日～2026年５月20日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期中間期 29,741 △2.2 390 △9.8 475 △9.6 291 △10.3
2025年11月期中間期 30,416 1.2 433 △13.8 525 △11.8 325 △13.3

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期中間期 31.45 －

2025年11月期中間期 35.08 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期中間期 26,585 14,104 53.1

2025年11月期 27,849 14,058 50.5

(参考) 自己資本 2026年11月期中間期 14,104百万円 2025年11月期 14,058百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － 0.00 － 28.00 28.00

2026年11月期 － 0.00

2026年11月期(予想) － 28.00 28.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年11月期の業績予想（2025年11月21日～2026年11月20日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 59,300 0.5 720 0.9 910 0.4 560 1.6 60.33
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「中間財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年11月期中間期 10,011,841株 2025年11月期 10,011,841株

② 期末自己株式数 2026年11月期中間期 726,923株 2025年11月期 729,413株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年11月期中間期 9,283,503株 2025年11月期中間期 9,281,103株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
・当社は、2026年７月24日（金）に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。なお、当日
使用する決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間会計期間（2025年11月21日～2026年５月20日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くな

かで緩やかな回復基調で推移しました。一方で、中東情勢の影響等による資源・原材料価格の上昇および建築資

材の供給の不安定化、物価上昇、為替・金利の変動などの影響により、先行きは依然として不透明な状況が続き

ました。

住宅関連業界におきましては、政府の各種政策による下支えはあったものの、建築資材価格や運搬費・労務費

等の上昇による住宅価格の高騰から、住宅取得マインドは低下傾向が続くなど、当社の主たる市場である持家お

よび戸建分譲住宅の新設着工戸数は前年同期比で減少傾向が続き、全体としては需要の回復が鈍く、厳しい事業

環境が継続しました。住宅ローン金利につきましても、変動金利は足元では据え置きの動きがみられる一方、固

定金利は長期金利の上昇を背景に上昇傾向にあります。また、中東をはじめとする地政学リスクの長期化に対す

る懸念もあり、引き続き注視していく必要があります。

このような状況のもと、当社は新築住宅市場において既存得意先との関係強化を図るとともに、施工付販売の

実績を活かしリフォーム・リノベーション市場や非住宅市場においても販路の拡大と新たな取引先の開拓に取り

組んでまいりました。さらに、省エネ・環境配慮型住宅への関心の高まりを背景に、太陽光発電システムや蓄電

池等をはじめとした環境配慮型商品の拡販に注力するとともに、工事機能の拡充による工事売上・工事領域の拡

大を図ってまいりました。

その結果、当中間会計期間の売上高につきましては、297億41百万円（前中間会計期間は304億16百万円）とな

り、営業利益につきましては、３億90百万円（前中間会計期間は４億33百万円）、経常利益につきましては、４

億75百万円（前中間会計期間は５億25百万円）、中間純利益につきましては、２億91百万円（前中間会計期間は

３億25百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間会計期間末における資産は、前事業年度末に比べて12億63百万円減少し、265億85百万円となりました。

これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産５億91百万円及びその他（流動資産）４億62百万円の減少によるも

のです。

（負債）

当中間会計期間末における負債は、前事業年度末に比べて13億９百万円減少し、124億81百万円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金10億32百万円及び電子記録債務３億円の減少によるものです。

（純資産）

当中間会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて45百万円増加し、141億４百万円となりました。こ

れは主に、利益剰余金32百万円の増加によるものです。
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② キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて２億35百

万円減少し、108億68百万円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、１億13百万円（前中間会計期間は２億33百万円の減少）となりました。これは

主に、売上債権の減少額10億70百万円及び、税引前中間純利益４億75百万円の増加要因に対して、仕入債務の減

少額13億32百万円及び、法人税等の支払額１億73百万円の減少要因によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、91百万円（前中間会計期間は44百万円の減少）となりました。これは主に、定

期預金の預入による支出１億円及び有形・無形固定資産の取得による支出90百万円の減少要因に対し、投資有価

証券の償還による収入１億円の増加要因によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、２億58百万円（前中間会計期間は２億57百万円の減少）となりました。これは

主に、配当金の支払によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月26日発表の通期の業績予想に現時点では変更はありませんが、引き続き市況動向等を注視してまいり

ます。



北恵株式会社(9872) 2026年11月期 第２四半期（中間期）決算短信

4

２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2025年11月20日)

当中間会計期間
(2026年５月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,103 10,968

受取手形、売掛金及び契約資産 9,122 8,530

商品 744 843

未成工事支出金 1,113 982

その他 2,138 1,676

貸倒引当金 △9 △8

流動資産合計 24,213 22,993

固定資産

有形固定資産 1,646 1,628

無形固定資産 214 271

投資その他の資産

その他 1,809 1,726

貸倒引当金 △35 △35

投資その他の資産合計 1,774 1,691

固定資産合計 3,635 3,591

資産合計 27,849 26,585

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,988 4,956

電子記録債務 5,588 5,288

未払法人税等 207 217

役員賞与引当金 16 -

その他 928 953

流動負債合計 12,729 11,416

固定負債

退職給付引当金 152 144

資産除去債務 33 33

その他 875 886

固定負債合計 1,061 1,065

負債合計 13,790 12,481
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(単位：百万円)

前事業年度
(2025年11月20日)

当中間会計期間
(2026年５月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,220 2,220

資本剰余金 2,853 2,855

利益剰余金 9,062 9,094

自己株式 △205 △204

株主資本合計 13,931 13,965

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 127 138

評価・換算差額等合計 127 138

純資産合計 14,058 14,104

負債純資産合計 27,849 26,585
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 2024年11月21日
至 2025年５月20日)

当中間会計期間
(自 2025年11月21日
至 2026年５月20日)

売上高 30,416 29,741

売上原価 27,083 26,498

売上総利益 3,333 3,243

販売費及び一般管理費 2,899 2,852

営業利益 433 390

営業外収益

受取利息 5 9

受取配当金 4 4

仕入割引 64 55

受取賃貸料 13 15

その他 9 6

営業外収益合計 97 90

営業外費用

不動産賃貸原価 4 4

その他 1 1

営業外費用合計 5 6

経常利益 525 475

税引前中間純利益 525 475

法人税、住民税及び事業税 193 183

法人税等調整額 6 0

法人税等合計 200 183

中間純利益 325 291
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 2024年11月21日
至 2025年５月20日)

当中間会計期間
(自 2025年11月21日
至 2026年５月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 525 475

減価償却費 61 49

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7 △7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △16

受取利息及び受取配当金 △9 △14

売上債権の増減額（△は増加） 1,086 1,070

棚卸資産の増減額（△は増加） 25 31

仕入債務の増減額（△は減少） △1,688 △1,332

その他 △113 17

小計 △123 273

利息及び配当金の受取額 9 14

法人税等の支払額 △118 △173

営業活動によるキャッシュ・フロー △233 113

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 - △100

有形固定資産の取得による支出 △27 △6

無形固定資産の取得による支出 △16 △83

投資有価証券の償還による収入 - 100

投資不動産の取得による支出 △0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △44 △91

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の増減額（△は増加） - △0

配当金の支払額 △257 △258

財務活動によるキャッシュ・フロー △257 △258

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △535 △235

現金及び現金同等物の期首残高 11,848 11,103

現金及び現金同等物の中間期末残高 11,313 10,868
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

（退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異の費用処理年数の変更）

退職給付に係る会計処理の数理計算上の差異の費用処理年数について、従来、従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数として10年で費用処理しておりましたが、平均残存勤務期間がこれを下回ったため、当中間会計期

間より費用処理年数を９年に変更しております。

なお、当該費用処理年数の変更が当中間会計期間に及ぼす影響は軽微であります。

（セグメント情報等）

当社は、木材店、建材店、工務店、住宅会社等に対する新建材、住宅設備機器等の建材販売事業（施工付販売

含む）並びにこれらの付帯業務の単一事業であり、開示対象となるセグメントはありませんので、セグメント情

報の記載は省略しております。


